
デ イト ナ が 提 案 す る 新 し い 建 築 の カ タ チ

　

事
務
所
や
お
店
を
新
築
す
る
と
き
に
、

同
じ
ス
ペ
ー
ス
に
カ
フ
ェ
な
ど
の〝
人
が

集
ま
る
〞機
能
を
併
設
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
、す
っ
か
り
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

〝
カ
フ
ェ
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
〞そ
ん
な
言

葉
も
あ
る
く
ら
い
、
カ
フ
ェ
は
本
来
生
活

ス
タ
イ
ル
の
ヒ
ン
ト
や
新
し
い
情
報
な
ど

が
集
積
さ
れ
て
発
信
さ
れ
て
い
く
場
所
。

そ
の
媒
介
が
こ
こ
ろ
を
落
ち
着
か
せ
て
く

れ
る
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
の
が
理

想
的
な
カ
フ
ェ
で
す
。し
か
し
、殺
風
景
な

オ
フ
ィ
ス
を
何
の
考
え
も
な
し
に
カ
フ
ェ

と
合
体
さ
せ
て
も
違
和
感
ば
か
り
が
際
立

つ
と
い
う
残
念
な
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
で
今
回
は
L
G
S
シ
ス
テ
ム
を

使
っ
た
オ
フ
ィ
ス
と
カ
フ
ェ
が
一
体
と
な

オフィスにミッドセンチュリー
スタイルのカフェを

ドッキングさせた実際例
オフィスにデイトナハウスのカフェが併設されることで、

人が集まる元気な場所が出来上がります。

っ
た
建
築
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
因
み
に

こ
れ
は
北
海
道
の
苫
小
牧
で
初
秋
の
完
成

を
目
指
し
て
進
行
中
の
建
物
で
す
。

　

艶
消
し
ブ
ラ
ッ
ク
の
鉄
骨
の
素
材
感

と
、
良
質
な
床
材
や
イ
ン
ナ
ー
グ
リ
ー
ン

の
相
乗
効
果
で
オ
フ
ィ
ス
は
新
し
い
ア
イ

デ
ア
や
創
造
性
を
生
み
出
す
場
所
に
ふ
さ

わ
し
い
空
間
に
な
り
ま
す
。
そ
の
素
材
感

を
そ
の
ま
ま
連
続
的
に
カ
フ
ェ
の
ミ
ッ
ド

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
に
連
動
さ
せ
る

の
で
す
。カ
ッ
コ
い
い
オ
フ
ィ
ス
、来
客
も

楽
し
い
打
合
せ
を
期
待
し
て
き
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
空
間
は
2
部
構
成
。庇

ひ
さ
し

を
伸
ば

し
て
ガ
ラ
ス
ウ
ォ
ー
ル
の
開
放
感
を
大
切

に
し
た
1
F
空
間
と
、ら
せ
ん
階
段
や
特

製
の
タ
ラ
ッ
プ
で
ア
ク
セ
ス
す
る
屋
根
付

き
の
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

こ
れ
は
以
前
に
も
ご
紹
介
し
た『
R
O
O
F 

D
E
C
K
E
R
』の
応
用
編
で
、こ
の
部
分

が
オ
フ
ィ
ス
と
カ
フ
ェ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ス

ム
ー
ズ
に
連
結
す
る
バ
ッ
フ
ァ
ー
的
役
割

を
果
た
す
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
と
は
ま
っ
た
く
違
う
顔
つ
き

の
建
物
の
印
象
。
し
か
し
な
が
ら
機
能
的

な
空
間
性
。
そ
の
両
立
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。
カ
フ
ェ
の
お
客
様
も
全
く
抵
抗

な
く
く
つ
ろ
げ
る
わ
け
で
す
。
ぜ
ひ
あ
な

た
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
も
採
用
を
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

デイトナハウスを構成するのは、LGS と呼ばれる軽量鉄骨のパネルで、
厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の『C チャンネル』と呼ばれる部材を、
横幅180㎝、縦270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線のク
ロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、力の伝達を受け持
つ大切な役割を持っています。“柱”と“梁”と呼ばれる縦と横の部材を
使って軸組を作っていく一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこ
のLGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、店舗、マンショ
ンなどの様々な建築を可能とする、全く新しいカタチのシステムなのです。
つまりこのLGSパネルを使った建物全てがデイトナハウスと言う訳で
す。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およその予算がイメー
ジできる分かりやすさと、パウダーコーティングが施されたその鉄の素
材感が醸し出すハードボイルドな空間のテイストも持ち味です。

Text/Atsushi TAMADA　CG/Kenta KITAGAWA（ldk）, Soma YOKOI

デイトナをはじめ、カーマガジ
ンでの長期連載、ムック本であ
るCAR&HOMEにて、常にクル
マと住宅の関係について提案し
続けてきた建築プロデュース会
社LDK inc。建築設計はもちろ
んのこと、建築システムの開発
や商品開発も行う。

縦横比率を意識し、横長のイメージでデザインしたオフ
ィス&カフェ。外観にはガラスを多用することで“抜け感”
を演出してみました。いわゆる普通のアルミサッシでは、
どこかで見たことあるような建物になりますし、せっか
くの鉄骨の素材感は消えてしまいます。しかしシャープ
なスチールの焼き付けサッシなら、他にはない印象を形
成することが可能となるのです。中央から少し右寄りの
らせん階段が外観イメージのポイントです。

以前の連載で掲載した『ROOF DECKER』のようなカフェ側の外観。屋根付き
のバルコニーがカフェゾーンとオフィスゾーンを違和感なく連結するバッファ
ーゾーンになっていて、直接ルーフデッキにアクセスできる車輪付きタラップ
も特徴です。昔の飛行場のようなイメージで、心の軽快感を演出します。またサ
イドのジュラルミンカウルが、この建物のサインボードにもなっているわけで
す。正面玄関ではなくこのタラップからアクセスしてくる仕事関係の人たちは、
気の置けない自由な発想の会社のイメージを印象付けられることでしょう。
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